
【取組内容①】Googlesiteを使った個別最適な学びと協働的な学び

久喜市立本町小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

Googleサイトを使い、１つの単元の内容を集約し、
児童の考えをスライドにまとめた。
スライドを使うことによって上位の児童は教科書
や動画を参考にしながら課題に対する考えをまとめ、
下位の児童はそれを参考にしながらまとめることが
できた。
また、上位の児童は中位以下の児童の補助に回っ
たり、動画を見ながら自由に学習に取り組んだり、
下位児童は教師と一緒にゆっくりと学習に取り組ん
だりすることができた。
その結果、Googleサイトを使っていなかった１学
期は知識・技能でAの児童が１１名、思考・判断・表
現でAの児童が６名、総合的にAの児童が９名だった
のに対し、Googleサイトを活用した２学期は知識・
技能でAの児童が１１名、思考・判断・表現でAの児
童が１０名、総合的にAの児童が１１名と、思考・判
断・表現力の伸びが見えた。


